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　　　A－4　尨年期の食ま名に聞1| n詞乞（第z報）
　　　　　　豪爽囁矩大　柄身if チ　o仲厚偕子　^厚子

　目的　多1 報,ぺ疲鳥いま，尨年弟の食事/lax芯お^.と, 奪因の関係左，- 雄域集団

の, %産炭地区itおけるか擦を報告し, 地域勿^V}の襖討郎-^う必ヽ孝含郷ヽあた。
今回. 第z報は　郡申（北九州申）地域凍剛こついこま弟し, 地域｀χ・戦歴良，・懸
柊写を撞討した。

視点とし-Iit, 尨化の社愈構生としZの, 浪人人口の急増・ADのゑ命化，株客族化

・が比類のない速さZヽ起・だ。この現象,3，光年沸の雀躍壕の変化への万意たとなリ

, さけられない生理的尨化（柵脈。減遠)への彩響も旅いご･あろう。

健康問題としZ , ぶリ以後の平均摩命ぼ神びマしヽない，蛍命の延長,リヽ,閤としzの

まきがいある謎農噛油が必孚Z-一m面どし?, /食ま名,c視点,をあ？たものZ･ある。

　方風　内黎吋峯1報に孝じt'。zw.域集団£ 4- f.因( 紐･ 年冷差・家族鴻以・職t

歴・健康歴）との関金ヵヽh分折し，変量分散・地戎の検定と行っre。

　妬果　退去の職業歴(*，食習慣・影響とし7，衆年期の特徴的な食事摂取芦施jzyn･
を形成｀する雰S)のーフ乙･あった。

現在の，%族鴇政とね・年々差Iも食ゐによっ7 禰人蒐が今回･も顕% Z･あった。
今後は，階層別の検討包抑x.たい。
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回的雇敏眼取･調t-料<,閏限ぼ源v,。り^んﾀ味ﾀﾞ尨ら。吋に調瞬爛こり^v姓ず

ろ卵タグ衣2 ｡･からZ-ヽ^5、溥笛淮。，ら毎与寥寥万冰i争奪忿鋼ttう齢象々ヽろ|・，

四調呻肪り令聘･μ^^之以れヽねら調嚇わ裸婦と　誤副f*ヽ収食今治･りi。閣
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術蓼むぞ茲昭和千はやりが年り犀でか列応摩刄鯛寡/県會£覚に，冷R4 0 0 0世単

含慨象しI 拓雇品数乞? ?

呻瞎なし･凍^い集計t行っ和


